































































































































100 大学の図書館 36巻 7号 No.524 
思決定はどこまで委ねられるのか等、開始前
に館内でコンセンサスが必要な事柄は多いと
本事例を通して実感した。一方で、 CFに限
らずプロジェクト型の業務にはスピードJ惑が
求められる場合が多く、メンバー選出やコン
センサスに多くの時間が割けない場合が多い
のもまた事実である(事実今回もそうであっ
た)。大学運営において明確な成果やエピデ
ンスが求められる傾向は強まっており、大学
i望書館運営においても CFのようなプロジェ
クト型業務に取り組む機会は増えていくと考
えられる。スピード!惑と成果の両方が求めら
れるプロジェクト型業務に備えて、プロジェ
クトが発生した際の全館のパックアップ体制
について事前に 1~:J1ì{~にしておく事が今後重要
になってくるのではないだろうか。
もう一点、まとめに代えて強調したいのは
ICFは WWeぬbでで、イ何可かしら発イ信言すると資金が
!降峰つてくる
でで、ある o 1!!f，論プロジェクトが成功すれば得ら
れるものは大きい口それは金銭的なものに留
まらず、プロジェクト立ち上げにあたって改
めて行われる自館の現状に対する検討や、寄
I時金獲得の過程で支援者からの応援メッセー
ジなども含む。だが、成功の為に必要な事は
決して少なくない。白館の特徴や窮状、ブラ
ンドイメージ等を検討した上で、人的・時間
'J{]にそれなりのリソースを注いで初めてプロ
ジェクトが成立するのである。
注目度の高さから考えれば、大学図書館で
のCF活月3事例は今後増加するだろう。もし
読者の仁!=lに現在、あるいは今後、自館での
CF 活用を検討されている方がいらっしゃる
なら、上記のような点にご留意頂ければ筆者
としては幸いである。
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